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こころは見えなくても 心遣いはみえる  

校長 村上  克  
 

夏季休業が明けました。今年の暑さは「災害級の酷暑」と形容され、実際、日中に外出すると、命
にかかわる危険性を感じるレベルでした。国連のグテレス事務総長は、「地球温暖化の時代は終わり
地球が沸騰する時代に突入した」と発言し、地球の行く先が案じられます。 
そのような中でも、大きな事故や事件の連絡は学校にありませんでした。保護者の皆様の御尽力、

いつも温かく見守ってくださっている地域の方々のおかげです。 ありがとうございます。 
 

 
さて、夏休み明けからは、第２ステージの後半が始まります。前期の締めくくりの時期でもあります。

この期間、「強化」を合言葉に、充実した教育活動を展開してまいります。 
その中で私は、生徒に仲間との つながり  の「強化」を期待します。そのために、たとえば、授業

で発表したり仲間と対話したりする時に、反応し合うことで、自分と他者がつながっている実感を積み
重ねてほしいと思います。 
今後ますますＩＣＴ機器を活用した授業が盛んになります。意見を発表する際、周りの仲間は、発表

者を見るのではなく、タブレットの画面を見ながらという場面もあります。そんな時、発表者は、話に合
わせてうなずいてもらえるだけでもうれしいものです。仲間を思うこころは、うなずいたり、仕草で表した
りして、心遣いとしてみえるものです。『思いは見えないけれど 思いやりは見える』という言葉もありま
す。短い言葉ですが、この言葉を意識して行動することができたならば、周りにいる人たちは、誰もが
温かい気持ちになれます。  
夏休み明けも、本校の教育活動への御支援と御協力よろしくお願いいたします。 
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